
沖縄県農林水産部流通・加工推進課 委託事業

県産農林水産物活用連携支援事業
報告書概要版

令和７年度

本事業は、県産農林水産物を主原料とした商品開発に取り組む農林漁業者等を県が支援するもの。「商品改良

コース」では、商品ブラッシュアップに向けた専門家による個別アドバイス、完成した商品の一般消費者へのお披露目、テ

スト販売などを実施。「販路開拓コース」では、県内外への販路開拓に向けた専門家による個別アドバイス、県外でのテ

ストマーケティング、商談機会の提供などを実施。商品ブラッシュアップから販路開拓までの一連の取組を支援する。

また、本事業におけるパッケージ開発や成分分析、商談会への出展費用等に対して活用可能な補助制度（２／３

補助、上限100万円以内）も実施。（別途申込・審査を実施）

事 業 概 要

 県内農林漁業者または県内農林漁業者等と連携した商品開発を行う県内加工事業者等であること

 「販路開拓コース」は、前年度の「地域農林水産物活用連携事業」の支援対象事業者であること

 専門家による指導を踏まえ、商品のブラッシュアップや県外への販路開拓に取り組む意欲があること

など

参加対象

 地域の農林水産物を活用していること

 自社で加工または販売する商品であること

 「商品改良コース」は、ブラッシュアップが可能な既存商品であること（新商品開発や試作品は対象外）

 「販路開拓コース」は、前年度の支援対象商品であること（商談にあたっては、自社の他商品も対象可）

対象商品

事業の概要

 「エントリーシート」に必要事項を記入し、メールで提出

 2025年４月28日～５月30日

応募方法・期間

 事業推進委員会にて審査を実施

 「商品改良コース」はオンラインでの質疑応答の上、書類審査を実施

 「販路開拓コース」は書類審査を実施

選定方法

 10事業者（商品改良コース８事業者、販路開拓コース２事業者）

支援対象事業者



県内の農林漁業者や関係者等を対象に、専用ホームページ及び事業募集リーフ
レットにて参加者の募集を行うとともに、事業説明会および個別相談会を開催した。
事業説明会は、５月８日宮古島会場、５月９日石垣会場、５月15日那覇会
場、５月16日うるま会場の４会場にて実施した。募集は４月28日から開始し、
締め切りは５月30日とした。

公募により選定された10事業者を対象に、
商品のブラッシュアップや販路開拓などを支
援する個別研修を行った。個別研修には、
担当のコーディネーターおよびアシスタントを
派遣し、ハンズオン支援を行った。個別研
修は、7月から１月までの間で4回程度実
施し、研修実施日以外においても電話や
メール等でのサポート支援を行った。
また、食品表示についても個別指導およ
び添削によりスポット支援を行った。

【コーディネーター】

人材育成研修

事業の告知・参加者募集

個別研修の実施

農林漁業者等を対象に、６次産業化の商品づくりのポイントなどを学ぶための集合
研修を実施した。集合研修は１回実施し、29名が受講した。

集合研修の実施

テーマ・講師開催日時・場所

【テーマ】
消費者が買いたいと思う商品づくりとは
～消費者に買いたいと思わせる商品開発のヒント～
【プログラム】
・講義 「消費者に選ばれる商品づくり」

五日市知香氏
・情報提供 「商品名に要注意!知的財産権を確認しよう」

内閣府沖縄総合事務局知的財産室

12月３日
14時～16時
沖縄県立図書館
4階ビジネスルーム

ウイングアーク１ｓｔ株式会社琉花ファーム

株式会社リッコジェラート株式会社沖縄美健販売

株式会社さし草屋Ino Mind 株式会社

株式会社Aina株式会社カヤックゼロ

【支援対象事業者】

専門領域等氏名・所属

県内で商品開発・販路開拓の支援実績多数。沖縄県
の事業者や事情に精通。

池村博隆氏
ものプランおきなわ

洋菓子の企画開発プロデュース、及び菓子卸販売が専
門。商品開発に精通。

有田次実氏
株式会社アットグロウ

商品開発コーディネーター。パッケージデザインも手掛け
る。

五日市知香氏
株式会社パイロットフィッシュ

バイヤー目線で商品企画や販売戦略等を支援。岸菜賢一氏
トータルフードラボ株式会社

＜商品改良コース＞

＜販路開拓コース＞

芳沢農園みやら牧場株式会社

商品改良コース 販路開拓コース



県産農林水産物を活用した加工品の品質及び認知度向上を図り、本事
業で開発した商品のテストマーケティングの場として活用することを目的に、
加工品グランプリ「島ふ～どグランプリ」を開催した。
加工品グランプリは、専門家やバイヤー等による審査員審査と、一般消費
者の投票により、各賞を決定した。審査員審査では、事業者によるプレゼン
テーションおよび試食により評価を行った。一般消費者の投票では、参加者
が自由に出展ブースを訪問し、試食や事業者とのコミュニケーションを図った
上で、「自分で買いたい」「プレゼントしたい」「沖縄らしい」商品にそれぞれ投
票する形式で行った。審査員９名の評価および一般消費者719件の投票
の結果を踏まえて、グランプリを決定した。期間中は、審査対象商品に限ら
ず自社商品の販売も可能とした。２日間の売上は合計約64万円であった。
また、島ふ～どグランプリと連動し、１月24日～２月28日の間、楽園百
貨店にて販売会を実施した。売上の合計は約42万円であった。

加工品グランプリ

島ふ～どグランプリ

商品名事業者名

島の恵みの
ヴィーガンキャロットケーキ

ウイングアーク１ｓｔ
株式会社最優秀賞

想いがよりそうまぜごはんのもとさし草屋優秀賞

竹富島産車海老塩キャラメルアイス株式会社カヤックゼロ審査員特別賞

【グランプリ受賞商品】

商談機会の提供

中小企業基盤整備機構が主催した守礼門商談会への出展
をサポートした。守礼門商談会では、県外バイヤー等との商談を
行った。
また、商品改良コースの商談機会の創出として、「おきなわ島
ふ～どグランプリ」の審査員にバイヤーを招聘し、事業者自らが商
品ＰＲのプレゼンを行う機会を提供した。バイヤーからの取引の
可能性を把握し、事業者にフィードバックを行った。

テストマーケティングの実施

販路開拓コースを対象に、県外でのテストマーケティングを実施した。
テストマーケティングは、大阪のきしな屋（８月25日～９月27日）と
東京のワセダ食堂（２月３日～２月28日）の２か所で実施した。
きしな屋では、９月12日と13日の２日間、事業者自らが店頭に立っ
て商品ＰＲを行った。
テストマーケティングでは、消費者からの意見や店⾧等からのアドバイ
スコメントを事業者にフィードバックし、販売戦略の検討材料とした。

販路開拓コース

商品改良コース

販路開拓コース



支援対象事業者が、自らの取組みを振り返り、成果を発表する場として、成果報告会を開催した。あわせて、異業
種および市町村や関係機関等の地域との連携による商品開発や販路開拓を支援するため、異業種交流会を開催
した。参加者は48名（支援対象事業者も含む）であった。

成果報告会・異業種交流会の実施

内容項目

支援対象事業者自らが、成果報告フォームを活用し、支援の内容や成果を発
表。また、小売・卸売のバイヤーを招聘し、6次産業化商品の販路開拓につい
て、特に県外販路における注意点などについての情報提供を行うとともに、本事
業のブラッシュアップ商品を試食しながら意見交換・交流を行った。

実施方法

●事業実施報告
●成果報告
・支援対象事業者による成果報告
・担当コーディネーターからのコメント
●異業種交流会（意見交換・商品の試食）

プログラム

６次産業化の取り組み等を広く紹介するために、事業者の取組内容や商品の魅力
などを伝える事例集を作成した。具体的には、全事業者にインタビューを行い、取り組
みの特徴、こだわり、商品の魅力などを記載した情報誌及び動画を制作した。
また、情報誌及び動画は、「くわっちーおきなわ」
のホームページに掲載し、情報発信を行った。

事例集の作成

事業推進委員会

本事業を実施するにあたり、外部専門家及び沖縄
県にて構成する事業推進会議を設置し、進捗状況
の共有、支援対象事業者の選定、事業の評価・分
析等を行った。
事業推進委員会は、第一回（４月）は事業実
施内容についての意見交換、第二回（６月）は支
援対象事業者の選定、第三回（３月）は事業の
振り返りと今後の支援事業についての意見交換を
行った。

所属氏名

沖縄県農業協同組合
※人事異動により、７月より上原氏から久
高氏に交代

上原正重氏
久高稔氏

沖縄県漁業協同組合連合会亀谷幸夫氏

沖縄県商工会連合会荻堂盛臣氏

琉球大学農学部 ※委員⾧内藤重之氏

株式会社CSDコンサルタンツ西里喜明氏

【事業推進委員】

「令和７年度 県産農林水産物活用連携支援事業 報告書概要版」
令和８年３月
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